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◯18 番（松野 隆）登壇 皆さんおはようございます。私は公明党福岡市議団を代表して、

性同一性障がい者の課題について、公立小中学校へのエアコン設置について、知的障がい児

の待機問題について、以上３問について質問してまいりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 まず、性同一性障がい者の課題についてです。 

 体の性と戸籍上の性と心の性が一致せず、長年苦しんでおられる多くの性同一性障がい

者、英語の略称でＧＩＤと言いますけれども、以後、ＧＩＤとも言わせていただきます。 

 先般、あるＧＩＤの方とお会いしました。女性として生を受けながら３歳のころから自分

は男性だと強く自覚し、40 年来、さまざまな悩みや苦しみを経験され、現在は地元で働き

ながら同じ悩みを持つ多くの当事者に寄り添い課題解決に奔走しておられます。その当事

者からお話をお聞きし、御相談もお受けしました。本人の心配は御自身のことよりも、近年

ＧＩＤ当事者が年々増加し、また低年齢化が進むにもかかわらず、課題解消がなかなか進ま

ずに一部深刻化していることにありました。2004 年、国において一定の基準を満たす者は

戸籍上の性別を変更可能とする法律が成立し、地方においても独自に行える範囲で人権へ

配慮した事務変更を検討、実施する自治体がふえてきました。 

 そこでまず、性同一性障がいは、いわゆる病気なのかについて、疾病認定の有無、障がい

の主な原因及び国内の推定患者数についてお答えください。 

 2004 年の法令制定以来、全国と福岡における戸籍の性別変更の申立者数と認定者数をお

示しください。 

 性同一性障がいの方々は証明書取得に必要な申請書に性別を記載することが苦痛であり

ます。発行数の多い住民票の写し、戸籍の証明書、印鑑登録等を取得する際の申請書に性別

記載欄は求められているか、また人権に配慮し、性別記載の廃止の検討を行ったことがある

か、お答えください。 

 次に、公立小中学校へのエアコン設置についてであります。 

 近年の異常気象はとどまるところを知らず、ことしも日本列島を見舞った猛暑は全国各

地の最高気温の記録を更新し、本市も７月、８月の２カ月連続で平均気温 30 度を記録し、

大阪市、鹿児島市と並び全国で最も暑い都市となりました。体感としてもことしの暑さは特

別だったように感じました。 

 まず、今夏の真夏日と猛暑日は何日あったのでしょうか、また最高気温は何度だったのか、

昨年、一昨年と比較して、これは学校に関する質問ですので、教育長にお答えいただきたい

と存じます。 

 次に、公立の小中学校の暑熱実態についてお尋ねします。 

 本年の教室温度調査の結果についてお答えください。 

 また、扇風機を設置してどうなったのか、その効果についてもお答えください。 



 次に、本市の公立小中学校での熱中症による緊急搬送件数及び教室内で発生した熱中症

の具体的事例についてお示しください。 

 近年、児童生徒の保護者から夏季の教室内での子どもの様子についてお聞きする機会が

ふえており、暑過ぎて授業どころではないとか、低学年の息子のあせもがひどくなった等の

理由により、教室にエアコンを設置してほしいとの要望が急増しております。また、読み聞

かせのボランティアの大人が教室内に入った瞬間に、あんなに異常に暑い教室でよく子ど

もたちは我慢ができるものだと感じたともお聞きしました。 

 そこでお聞きしますが、本市の児童生徒、保護者や教員から教室の温度についてどのよう

な声が上がっているのか、お答えください。 

 全国のエアコン設置状況について、東京都内の設置率と政令市と主な中核市についてお

示しください。 

 本市の全小中学校にエアコンを設置した場合の事業費並びに本市の負担額の試算額につ

いてお答えください。 

 最後に、知的障がい児の待機問題についてであります。 

 超少子・高齢社会である日本において、将来の産業や社会保障の担い手である子どもへの

手厚い支援が今ほど求められる時代はありません。子育て世代にとって待機児童解消は早

急に求められる課題となっておりますが、先日、全国の待機児童がなお２万人を超え、さら

に本市の待機児童数は全国ワースト２位であると報道されました。本市も一日も早い課題

解消に向け取り組んでおりますが、同時に知的障がい児の課題にも目を向けていただきた

いと願っております。 

 親御さんにとって特に心配が尽きない乳幼児期の子育てに障がいが重なったとき、保護

者の体と心には負担はさらに重くのしかかり、将来への不安は募るばかりであり、一日も早

い支援、いわゆる早期療育が大変重要となります。子育て支援の課題は尽きませんが、子ど

もは未来の宝であり、健常児も障がい児も社会全体で支えるとの思いを共有し、全力で支援

体制の充実に取り組まなければなりません。 

 まず、本市の発達障がいや知的障がいがある乳幼児の進路の実態についてお伺いします。 

 平成 24 年度の年間出生数と平成 24 年度の発達障がい及び知的障がいの新規受診児数を

お示しください。 

 特別な支援を要するゼロ歳から就学前までの本市内の通園施設数と施設名をお答えくだ

さい。 

 そのうち、発達障がいや知的障がいがある３歳以上の、いわゆる単独通園児童の過去３年

間の定員数と通園児数の推移についてお示しください。 

 単独通園申込者のうち、待機児童数の推移について、平成 24 年からお答えください。 

 また、その主な理由についてお示しください。 

 以上で１回目の質問を終わり、２回目からは自席にて質問いたします。 

◯議長（森 英鷹） 中島保健福祉局長。 



◯保健福祉局長（中島淳一郎） 性同一性障がいは、いわゆる病気なのかという御質問につ

いてですが、性同一性障がいは、ＷＨＯの国際疾病分類に明記されている精神及び行動の障

がいの一つで、生物学的な性と性別に対する自己認識が一致せず、著しい苦痛や日常生活に

支障を引き起こしている状態でございます。 

 診断につきましては、日本精神神経学会の診断ガイドラインに基づいて行われておりま

す。 

 また、障がいの主な原因につきましては、今のところ解明されておりません。 

 国内の推定患者数につきましては、正確な実数は把握できておりませんが、厚生労働省が

実施した平成 23 年の医療機関に対する患者調査では、少なくとも約 4,000 人と推計されて

おります。以上でございます。 

◯議長（森 英鷹） 四宮市民局長。 

◯市民局長（四宮祐司） 性同一性障がい者の課題に関する御質問にお答えいたします。 

 まず、戸籍の性別変更の申立者数と認定者数についてのお尋ねでございますが、全国の戸

籍の性別変更の申立者数につきましては、裁判所がホームページで公開している司法統計

によりますと、平成 16 年度から平成 24 年度までで 3,738 件であり、そのうち家庭裁判所

での認定者数は 3,584 件でございます。 

 戸籍の性別変更の申し立ては住所地の家庭裁判所での手続となるため、福岡市にお住ま

いの方の数字は把握してございませんが、家庭裁判所の審判に基づき性別の取り扱いを変

更した福岡市内に本籍のある人の数は平成 16年度から平成 24年度までで 28 名となってお

ります。 

 次に、交付申請書の性別記載に係るお尋ねでございますが、住民票の写し、戸籍に関する

証明書、印鑑登録証明書の交付申請書につきましては、現在、福岡市の様式に性別記載欄は

ございません。 

 そのうち、印鑑登録証明書の交付申請書につきましては、性同一性障がいを持つ市民の

方々への配慮の観点から見直しを検討し、平成 18 年 10 月に申請書の性別欄を廃止したと

ころでございます。以上でございます。 

◯議長（森 英鷹） 酒井教育長。 

◯教育長（酒井龍彦） 福岡市立小中学校へのエアコン設置に関する御質問にお答えをいた

します。 

 まず、真夏日と猛暑日、最高気温についてですが、福岡管区気象台の観測データによりま

すと、ことしは８月末日の時点で気温 30 度以上のいわゆる真夏日が 62 日、35 度以上の猛

暑日が 30 日、最高気温は 37.6 度となっております。 

 昨年、平成 24 年は通年で真夏日が 63 日、猛暑日が 10 日、最高気温は 37.5 度であり、

また一昨年、平成 23 年は通年で真夏日が 73 日、猛暑日が８日、最高気温は 36.1 度となっ

ております。 

 次に、本年度の温度調査につきましては、小中学校 29 校、合計 151 教室において７月８



日から 19 日まで行い、また９月２日から 20 日まで行うこととしております。 

 ７月の調査結果でございますが、暑さのピークとなる午後２時前後で、いずれかの教室の

温度が 30 度を超えた日数で見ますと、調査を行った９日間のうち、１校平均で 7.9 日で 30

度を超えております。 

 また、扇風機設置の効果につきましては、平成 20 年度に扇風機を設置した小中学校を対

象とするアンケート調査によりますと、扇風機の設置によって涼しく感じられる、学習効率

が上がった、集中できる、熱気がこもらないなどといった評価を得ておりますが、一方でプ

リントが飛ぶことがあるなどの御意見もいただいておるところでございます。 

 次に、小中学校からの救急搬送件数でございますが、部活動や地域行事の際などに搬送さ

れた事例が９月２日現在で市内小中学校で 26 件ございますが、うち私立小学校が２件含ま

れておりますので、市立小中学校からは 24 件となっております。 

 このうち、教室内で発生した事例としましては、中学校の吹奏楽部の生徒が午後７時ごろ

に教室の窓を閉め切って練習を行っていた際、６人が救急搬送され、そのうち３人が熱中症

と診断された事例がございますが、授業中に搬送された事例はございません。 

 次に、児童生徒、保護者や教員からの意見につきましては、扇風機の設置に際して行った

アンケート調査において、空調機の設置を求める意見が出されております。 

 また、福岡市ＰＴＡ協議会の予算要望でも冷暖房設備の設置が挙げられています。 

 このほか、空調機器の設置に関する要望や意見が市政への提案などの形で、平成 21 年度

以降 22 件寄せられております。 

 教育委員会では、これらの要望などを踏まえ、教室の暑さ対策に関する調査検討を進めて

いるところでございます。 

 次に、他の地方公共団体における空調機の整備状況でありますが、東京都内の区市町村立

小中学校における冷房設備の整備率は、平成 22 年度の東京都教育委員会の調査では 69.5％

となっております。 

 また、政令指定都市につきましては、20 市のうち、整備済みの市がさいたま市、川崎市、

京都市の３市、整備中が横浜市、名古屋市、大阪市、神戸市、広島市の５市であり、福岡市

を含む 12 市は整備をしておりません。 

 そのほかの主な都市の状況として、中核市 42 市のうち、把握している範囲で申し上げま

すと、船橋市、横須賀市、高槻市が整備済み、西宮市が平成 25 年度から２カ年で整備する

というふうに聞いております。 

 次に、空調機を整備していない市立小中学校の普通教室、約 3,000 教室に空調機を整備す

る場合の事業費は約 90 億円と試算をしております。このうち３分の１につきましては、国

の交付金を充てることが可能でございますので、その場合、本市の負担額は約 60 億円とな

ります。以上でございます。 

◯議長（森 英鷹） 吉村こども未来局長。 

◯こども未来局長（吉村展子） 障がい児の待機問題についてお答えいたします。 



 平成 24年度の年間出生数と発達障がいや知的障がいで新規受診した児童数についてのお

尋ねでございますが、年間の出生数は１万 4,596 人でございます。また、福岡市立心身障が

い福祉センター及び西部と東部の療育センターにおいて新規受診した児童数は合計で

1,092 人で、その主たる障がいの内訳では、発達障がいが 632 人、知的障がいが 195 人とな

っております。 

 次に、本市内のゼロ歳児から就学前の障がい児の通園施設数につきましては、福岡市立の

施設が５施設、民間の施設が３施設、合計で８施設となっております。 

 また、これらの施設名のお尋ねですが、福岡市立の施設が、心身障がい福祉センター、西

部療育センター、東部療育センター、めばえ学園、あゆみ学園、民間の施設が、しいのみ学

園、ゆたか学園、ジョイひこばえでございます。 

 このうち、３歳児以上の発達障がい児を含む知的障がい児の施設６カ所の過去３年間の

定員数の推移につきましては、平成 23 年度 220 人、平成 24 年度 234 人、平成 25 年度は

234 人、また、これらの施設の実際の通園児数の推移は 23 年度 282 人、24 年度 287 人、

25 年度は 295 人となっております。 

 次に、単独通園、つまり３歳児以上の発達障がい児を含む知的障がい児の通園施設の待機

児童の推移につきましては、４月１日時点における待機児童の人数は、平成 24 年度、25 年

度ともゼロ人でございました。しかしながら、８月１日現在での待機児童の人数を見ますと、

24 年度はゼロ人でしたが、25 年度では 27 人となっております。 

 また、待機となっている主な理由につきましては、知的障がい児の通園施設が満員で新規

に申し込まれた児童を受け入れることができないためでございますが、新規申し込みされ

た児童の内訳は、４月以降に新規診断を受けた児童が 12 名、４月以降に保育所や幼稚園か

ら転園を希望した児童が７名、他の自治体から本市に転入してきた児童が２名などとなっ

ております。以上でございます。 

◯議長（森 英鷹） 松野隆議員。 

◯18 番（松野 隆） 性同一性障がいについてでありますけれども、ＧＩＤ当事者は関係

団体によると全国に約１万人存在すると言われておりまして、厚生労働省の発表よりさら

に多く、実態が把握されにくいのではないかと思われます。１回目で述べましたが、幼児期

から性の不一致により持続的な不快感や違和感を抱えておられるＧＩＤ当事者は、見えな

い方も含め少なからずおられます。ＧＩＤであることをありのままに他人に伝えることは

大変困難であります。自己を開示することにより偏見を助長し、さらなる困難に直面し、不

登校やひきこもりになり、あるいは保護者が事実を認識することで、自分のせいで親を深く

傷つけ苦しめてしまったとの自責の念に耐え切れずに自傷に及ぶ事例もあります。私の知

る当事者の足跡を知ったとき、私は、よく幼児期から周囲と折り合いをつけながら頑張って

生きてこられたなと思いました。 

 しかし、心が強い方ばかりではありません。少なくない児童生徒の方々は不登校、ひきこ

もりに起因する低学歴から低収入となり、保険が適用されない高額な医療費を賄うために



複数の仕事をかけ持ちし、体調を崩しても健康保険証等の問題から受診を拒む方もよくあ

ります。このような負のスパイラルを断ち切るためにも学齢期からの人権教育が重要にな

ります。 

 平成 22 年、文部科学省は、児童生徒が抱える問題に対しての教育相談の徹底についての

事務連絡において、ＧＩＤの生徒に対して児童生徒の心情に十分配慮した対応をお願いす

ると通知を行いましたが、本市教育委員会はどのような具体的対応をとられたのか、お伺い

します。 

 また、今後、中間市で行われているように、小中学校における人権教育の一環としてＧＩ

Ｄ教育の実施を検討すべきと考えますが、御所見を伺います。 

 本市こども総合相談センターにも多くの相談が寄せられているようですが、川崎市では、

市のホームページでＧＩＤの相談を受け付けていることを明確にし、職員向けの啓発を行

う研修も開いていますが、本市の精神保健福祉センターのホームページではＧＩＤの相談

について記載はありません。少なくとも精神保健福祉センターやこども総合相談センター

のホームページ上では、ＧＩＤ相談の受け付けについて明確に表示すべきではないでしょ

うか、お答えください。 

 次に、学校へのエアコン設置についてお尋ねします。 

 環境省の予測によると夏季の高温は一過性のものではなく、今後も猛暑傾向は続き、年間

猛暑日も増加すると予測されており、現状のままで起こり得るさまざまな事象、例えば、集

中力の低下による教育の非効率化、児童の健康また教員の指導力に与える影響、熱中症予防

への教員、保護者の負担等々、今後の学校の教育環境を総合的に判断しなければなりません。

これまでも小中学校へのエアコン設置についての要望に対し、教育委員会は緑のカーテン

や屋上の遮熱塗装、扇風機の設置等に取り組んではきたものの、いずれも課題解消には至ら

ず、もうそろそろ抜本対策を決断せざるを得ないのではないでしょうか。同時に財政負担の

大きさによる本市全体の事業の優先度など検討課題はたくさんあると思います。 

 そこで、財政負担の面から参考になる事例を御紹介します。 

 さかのぼる７年前の平成 18 年に全小学校にエアコン設置を行った京都市を調査してまい

りました。京都市は小学校への設置前、平成 16、17 年の２年間で約 13 億円事業費をかけ

て全 61 中学校にエアコン設置を完了しました。同じく平成 16 年から既に設置済み 25 校を

除く全小学校 156 校、2,500 教室への設置について学校間の教育環境に差をつけずにいかに

早期に教育環境を整備するかについて調査、検討を開始した結果、平等な教育環境の実現、

財政負担の軽減化と予算の平準化等によりＰＦＩ手法が効果的と判断し、平成 17 年から小

学校普通教室冷房化事業ＰＦＩを開始し、わずか１年後の平成 18 年８月 23 日には全小学

校全教室にエアコン設置が完了しました。このＰＦＩ事業は、エアコン機器の設置及び 13

年間の維持管理に限定しております。また、ＳＰＣによる各学校の稼働状態の可視化が実現

し、学校の自主的な適正使用、適正管理も進み、さまざまなＰＦＩ効果を生み出しておりま

す。 



 さらにエアコン設置に係るイニシャルコストは従来試算の約 64 億円から 46 億 3,000 万

円となり、財政軽減額は 17 億 6,000 万円に上り、ランニングコストも初年度に 14 億円支

払い、残額を毎年１億 5,000 万円ずつ支払う方式で事業を行っております。エネルギーの稼

働コスト、これもガス方式採用により電力での試算に比べ最大３億 3,000 万円ほど軽減で

きたそうであります。これにより夏季は 28 度の設定で５月末から９月末まで、冬季は 11

月から３月まで、年間 205 日以上の快適な教育環境を実現し、保護者や市民の評価も大変

好意的で、学力向上に大いに寄与できているそうであります。一部では学校へのエアコン設

置についてぜいたくであるとか、健康への悪影響を懸念する指摘もありますが、これだけ家

庭用エアコンの普及が進み、冷房による生活習慣になれ切った体と心が、これほどの猛暑の

中で、学校という場所だけは苛酷な環境を余儀なくされるという成長が未熟な児童の肉体

的、精神的負担を考えると、少なくともぜいたくであるとの指摘は当たらないと思います。

京都市でも健康への負荷を心配する声は上がっておりませんでした。 

 これまでの学校における暑熱対策では、抜本解決に至らないようであれば、今後は設置可

能性について積極的に検討すべきであると考えますが、御所見を求めます。 

 次に、障がい児の待機問題についてですが、発達障がい児や知的障がいがあるか疑われる

障がい児のうち、障がい児枠を含め保育園や幼稚園に通えない特別の支援を要する３歳児

からの児童の単独通園施設が本市のセンターや民間施設合わせて市内６カ所ありますが、

平成 25 年８月１日現在、定員枠を増員しながら、なおかつ満員となり、過去最高の 27 名

の待機が出ております。 

 本市４園の２歳児までの親子通園施設に在籍する保護者全員が加入する知的障がい親子

通園児の進路を考える会、通称進路の会という任意団体があります。進路の会のお子さんは

翌年３歳から保育園、幼稚園への入園予定者以外は単独通園施設への入園を希望されます

が、現状、既に 27 名の待機が出ており、来年も待機状態となり特別の支援が受けられない、

また保育園、幼稚園からも障がい児の受け入れ条件である４対１の職員加配が財政的理由

から困難で受け入れられず、このままでは宙に浮いてしまう可能性が高くなっており、待機

解消を求め、毎日、関係機関を奔走しておられます。 

 申すまでもなく、発達障がいや知的障がいがある幼児にとり、最も重要なのは早期療育で

あります。就学前に専門的あるいは個別の生活機能訓練が受けられれば、就学前にも発達に

改善が見られ、年長から一般通園への転入も可能となるほど成長への大きなアドバンテー

ジとなりますが、おくれれば逆に固定化が進む可能性もあり、後々まで成長のおくれによる

いじめやひきこもりや鬱等の二次障がいを引き起こす傾向が強くなります。 

 今、成人期に苦しむ多くの方々の中にも早期療育の機会がなかった方が多くおられます。

やがて小学校に入学し、義務教育体制で受ける特別な支援が効果を生むかどうかも早期療

育いかんと言っても過言ではありません。特に近年、発達障がい傾向がある児童の急増が指

摘されており、乳幼児期から学齢期の一貫した指導療育体制は不可欠であります。障がい児

の保護者は健常児に比べ手がかかる上に、養育の機会が受けられなければ、将来に対する不



安はますます大きくなり、自立が困難になるだけでなく、時間の制約や費用負担増による家

計への悪影響も出てまいります。このように障がい児の進路に関する選択肢はただでさえ

健常児に比べて大変狭く、一日も早く待機状態を解消し、希望する施設での療育体制を実現

すべきだと思います。 

 平成 26 年度の待機児童予測について、およそ何名くらいと考えられるのか、あわせて待

機解消に向けての検討状況と 26 年度待機児解消の見通しについてお示しください。 

 以上で２回目の質問を終わります。 

◯議長（森 英鷹） 酒井教育長。 

◯教育長（酒井龍彦） 性同一性障がい者についての御質問にお答えをいたします。 

 平成 22 年４月に文部科学省から出されました通知、児童生徒が抱える問題に対しての教

育相談の徹底についてにつきましては、全ての市立学校に通知するとともに、校長会や全て

の中学校の生徒指導担当者を対象とした連絡会の中で、生徒の実態に即し、適切な対応を行

うよう指導をいたしております。 

 さらに、今年度から全ての教職員を対象とする全市人権教育研修会などにおいても、これ

までの取り組み例を示し、性同一性障がいへの対応については、児童生徒の心情や保護者の

意向に十分配慮するよう改めて指導をしております。 

 また、性同一性障がいなどの新たな人権課題に適切に対応することは、人権教育の充実を

図る上で重要であると認識をしております。今後は他都市の事例も参考にしながら、性同一

性障がいに関する人権教育の資料を作成するなど、ＧＩＤ教育の実施について検討をして

まいります。 

 次に、小中学校のエアコン設置に関する御質問にお答えをいたします。 

 福岡市では、平成 20 年度から体感温度を下げる効果があり、かつ環境への影響が少ない

扇風機を各教室に設置することとし、平成 23 年度に設置を完了したところであります。こ

れと並行して緑のカーテンや屋上への断熱材の敷設などを試験的に実施し、基礎的なデー

タを収集するとともに、他の教室との温度比較などを行っております。 

 平成 25年度におきましては、これらの試行を継続するとともに、校舎の立地条件や階層、

構造などの違いに着目し、より多面的なデータを専門家の協力を得て計測をしており、採取

したデータの詳細な分析を行います。 

 また、学識経験者などで構成する福岡市立学校環境衛生懇話会において幅広く御意見を

伺っております。 

 今後、これらの結果を踏まえ、環境負荷や財政負担の軽減手法なども含めて暑さ対策につ

いて検討を進めてまいります。以上でございます。 

◯議長（森 英鷹） 中島保健福祉局長。 

◯保健福祉局長（中島淳一郎） 性同一性障がいについての精神保健福祉センターのホーム

ページ上の記載についてですが、性同一性障がいで悩んでおられる方の御相談につきまし

ては、精神保健福祉センターのこころの健康相談でも受けているところでございます。 



 今後、市民の方が相談しやすいように、ホームページ上でこころの健康相談において性同

一性障がいについての相談もお受けしていることを表示してまいります。以上でございま

す。 

◯議長（森 英鷹） 吉村こども未来局長。 

◯こども未来局長（吉村展子） まず、性同一性障がいに関してお答えいたします。 

 性同一性障がいなどのセクシュアリティーに関する相談を初め、20 歳未満の子どもに関

するさまざまな相談は、一元的にこども総合センターでお受けいたしております。 

 今後、悩んでおられる子どもや保護者が相談しやすいよう、こども総合相談センターえが

お館のホームページ内に性同一性障がいについて表示をしてまいります。 

 次に、平成 26 年度の障がい児の待機児童数の見通しについてのお尋ねでございますが、

知的障がい児の通園施設への申込者の人数は転入や転出等で変わるため予測が難しゅうご

ざいますが、申込者数は年々ふえる状況にあり、受け入れ人数をふやすため、何らかの対策

が必要と考えております。 

 また、待機児童解消に向けての検討状況につきましては、これまで施設を改修して定員を

ふやしたり肢体不自由児の枠を振りかえるなど、発達障がい児や知的障がい児の単独通園

をできるだけ多く受け入れられるように努めてきたところでございます。 

 さらに、受け入れ人数をふやすための検討を行っているものの、平成 26 年度からすぐに

ふやすというのはなかなか難しい状況ではございますが、議員御指摘のように、現在、待機

児童がいる状況であり、早急に受け皿づくりを進めてまいります。以上でございます。 

◯議長（森 英鷹） 松野隆議員。 

◯18 番（松野 隆） 最後の質問に入ります。 

 まず、性同一性障がいについてですけれども、これまでいろいろ取り組みを進めておられ

ますけれども、本市の申請書、証明書の記載事項についての検討や廃止等、取り組みが告知

不足から当事者にほとんど浸透しておりません。当事者自身が変更点を知らなければ、廃止

しても何の意味もありません。本市職員の当事者への認識も不足しているのではないでし

ょうか。 

 申請書や証明書や国民健康保険証あるいは投票所の入場券などの性別記載について取り

組みの経過や廃止したものについて、人権への配慮の姿勢を明確にするためにも本市のホ

ームページ上に表示すべきではないかと考えます。 

 この質問に際しまして、各局に性別記載欄のある申請書を調査してもらったところ、全部

で 313 種類ありました。申請の頻度が極端に少ないので現状でも影響がないと思えるもの

や、法令に規定してあり独自廃止ができないもの、あるいは事業の性格上やはり性別が必要

なのかなと思われるものもありましたけれども、例えば、図書貸し出し登録申請書や国民健

康保険限度額適用認定申請書など、必要性を感じないものもいまだにありまして、今後の検

討を要望しておきます。 

 原因がわからず長年病に苦しむ人が目の前にいれば、普通は力になってあげたい、苦痛を



軽くしてあげたいと思うものではないでしょうか。ＷＨＯがＧＩＤを疾患と認定し、苦しん

でいる人がいる以上、人権上の取り組みを推進するのは当然のことだと思います。そのため

にも、今後、本市の全庁的な課題共有を推進するためのＧＩＤ担当部局を決めるよう検討を

要望いたします。 

 戸籍上の性別変更の特例法成立から 2008 年の法改正を経て、なお当事者にとっては重い

課題も残っており、むしろ今後の展開が大変重要だと思います。 

 最後に、高島市長に性同一性障がい者に対する人権の視点から御所見をお伺いし、この質

問を終わります。 

 次に、エアコンの設置についてであります。 

 エアコンの設置に関して、ただいま教育長から財政負担の軽減手法も含めて検討すると、

一歩前進の御答弁がございました。先ほど御紹介しましたように、京都市も政令市として本

市と同様に財政上の厳しい課題を抱えていることでしょう。しかし、まずどうしたらエアコ

ンを設置できるかと、何よりも教育環境と子どもの健康を最優先して検討を始めた京都市

の姿勢に大変共感を持ちます。しかも京都市は国からの補助を全く受けず、一円も受けずに

この事業を行っております。 

 ことしの夏の本当に異常とも言える暑さ、特に教室の猛暑とこれからの教育環境をどう

するのかについて検討せざるを得ないときに、本市が最優先するものは何なのかが問われ

ているのだと思います。この課題はいつまでも調査、検討を続けるというよりも、むしろト

ップの政治決断に委ねる必要もあるのではないでしょうか。 

 最後に、高島市長に学校へのエアコン設置に関する御所見をいただき、この質問を終わり

ます。 

 最後に知的障がい児の待機についてであります。 

 進路の会が障がい児の親に行ったアンケート結果の中から声を御紹介します。自分のこ

とを全て自分でできない、言葉も使えないため、保育士が多い単独通園施設のほうがよく成

長できると思うとか、言葉が出ていないので、ほかの子についていけそうにないとか、一人

で食事、着がえ、排せつができるようになってから幼稚園を考えたい、さらに親として幼稚

園に通わせたい気持ちがあるが、お友達と遊べるまで発達していないなど、このように不安

で支援してほしい気持ちだけでなく、難しいとはわかっていても一般への通園も子どもの

将来のためには必要ではないかとの複雑な親心もかいま見えます。 

 東部療育センターの定員増や施設の枠の振りかえなど努力しているのはわかりますが、

問題にしているのは目の前と 26 年度の待機状態をいかに解消するのかという点です。既存

施設の枠云々ではもはや対応できないほど、抜本的な対策が必要な時期に来ております。障

がい児療育の課題はほかにもたくさんありますが、待機状態だけは時間的余裕がありませ

ん。そこで、本市が有する市有地を活用し、知的障がい児の単独通園民間施設を通園の利便

性確保のため、地域バランスに配慮し、少なくとも２カ所は設置していただきたいと思いま

す。 



 元来、障がい児施設は保育園と比べて財政基盤が脆弱なため、市有地の活用は不可欠であ

ります。同時に、あらゆる手段を講じ、現在の待機が少しでも解消されるよう取り組み強化

をお願いしたく、以上２点について強く要望をしておきます。 

 最後に、知的障がい児の待機児童解消に向け、高島市長に御所見をお伺いし、私の質問を

終わります。 

◯議長（森 英鷹） 高島市長。 

◯市長（高島宗一郎） 福岡市では、「みんながやさしい、みんなにやさしいユニバーサル

都市・福岡」をまちづくりの目標像として掲げて、市政の柱の一つとして推進をしているわ

けでございますが、その実現のためには全ての人の人権が尊重されなければならないと考

えております。 

 そのために、福岡市人権教育・啓発基本計画に基づいて、人権を尊重して人の多様性を認

め合うまちの実現に向けて取り組みを進めているところでございます。 

 性同一性障がいについては、重要な人権問題の一つとして認識をしておりまして、松野議

員御要望の各種申請書の性別記載につきましても、必要のないものは廃止するなど検討を

行ってまいります。 

 今後とも、性同一性障がいを初め、さまざまな人権問題について、現状と課題を十分に認

識して市民一人一人の人権が尊重される社会の実現に向けて福岡市人権尊重推進本部を中

心とした全庁体制で推進をしてまいります。 

 教室の暑さ対策についてでありますが、ことしの７月、８月はこれまでにも増して非常に

暑い日が続いたわけです。先ほど教育長が答弁しましたとおり、教育委員会では専門家を交

えながら、さまざまな観点から暑さ対策に向けた検討を進めているところであります。 

 私もその状況を見ながら、教室の環境についてのエネルギー需給、環境負荷、財政負担な

どともあわせて教育委員会と一緒になって考えてまいります。 

 障がい児の待機問題についてお答えをいたします。 

 福岡市におきましては、「みんながやさしい、みんなにやさしいユニバーサル都市・福岡」

をまちづくりの目標像として掲げて市政の柱の一つとして推進をしているわけでございま

すが、ここ数年で発達障がいという言葉を聞く機会が大幅にふえて、市民の認知も広がって

きたと感じておりまして、発達障がい児の通園希望者も増加をしているわけでございます。 

 今、松野議員から御紹介いただいたアンケートなどからも、発達障がいのお子さんを持つ

保護者の切実な思いが伝わってまいりました。 

 障がいのある子どもたちが適切な療育を受けられる体制をつくっていくことは非常に重

要であると考えておりますので、松野議員から御指摘がありました障がい児の療育体制の

充実に早急に取り組んでまいります。以上です。 

 


